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＜今回＞２８５回目 ２０２０年１１月９日（月）１５時～１８時 ６０２号室 

読書は１０冊目「失われた九州王朝」 再読 ｐ２３７、実体不明「緘口令」  より  

 

＜前回＞２８４回目（２０－１０－２６） 出席者 ７名   

資料（２０－１０－２６－１）前回のまとめ（清水） 

                                                                                                                        

A 報告 10 月２３日午前 10 時から「多元の会」の藤田隆一氏の Skype ソフトでビデオ会議６回目。今回は藤田氏

は佐渡に旅行に行ったので欠席。百済禰軍の墓誌は次の 3 回目で一区切り。墓誌については実際にあったの

か、解読用紙が市場に出たので、真偽については不明となっている。 

 関西の古田史学会報に野田氏の隋書俀国での地理が出た。大阪の難波が到着点という論だが、和田氏から

私の意見はないかというので、瀬戸内海を航行しているとは思われない。秦王国から 10余か国は国東半島の海

岸だろう、3千里は長里ではない。海賦の中の詩的な表現で三國志の 3千里であろう。国は小さい。倭王武の衆

夷 66 か国に比較しているなどの意見を言った。 

                        

C 読書 ｐ2２１ 第 3 章 高句麗王碑 から 

１）碑文改削説の波紋 高さ 6.34ｍ、4面にぴっしり 1800余字が彫られている。１字の大きさ約１２ｃｍ角くらい。こ

の碑の立てられたのは甲寅年（４１４年）好太王の死からわずか２年目。有名な句「倭以辛卯年来渡海破百残Ｏ

ＯＯ羅以為臣民」明治以来の解釈、辛卯年は３９１年。 

２）１９７２年５月李進煕（在日朝鮮考古学者）は「高句麗好太王碑文の謎」という論文を公表。（「思想」５７５号）こ

の碑文は悪質な改削を受けた物という、犯人は酒匂大尉と断じた。改削されたという文字を原形と改削文字で１

８例。石灰塗布作戦５例、他＋２例を示した。しかしその個所はイデオロギー的な問題を含んでいなかった。 

３）倭賊、倭寇潰敗、倭不軌侵入帯方界など日本軍に不利な事は全く改削されていない。 

４）証人の目 現地におもむき苦心して調査した人々の証言をまともに受け取ろうとしていない。明治３４年の鳥

居龍蔵は写真撮影、拓本購入、明治４０年から主要な調査は５回、大正、昭和と行われて、拓本に異同があるか

らこそ、何回も調査に行った。拓本製作者が美しい拓本をとるために石灰で碑面の地肌を整えて取りやすくして

いると報告している。 

５）李は今西、黒板、池内らは拓工による後期の部分的改削だけを大きく取り上げて、日本軍国主義者の犯罪

行為を２重３重に隠蔽する結果をもたらした。と非難した。 

６）李の研究方法 多くの拓本、ふちどり本また写真類を実証的に比較、異動対照表を掲げ、各拓本の部分写

真までも掲載している。大正以来日本の学会による各種拓本の追跡研究は行われていなかった。あっても２次

的な方法として重きを置いてこなかった。それを古田は京都大学人文科学研究所、東京国会図書館など何回も

行き来して金の研究方法を上回ったと自信を得た。 

７）まぼろしの解体謀議  海軍省嘱託の青江秀、歴史学者栗田實、漢学者の中村不能斉の付箋がついている

ことから解読作業が参謀本部で行われたという。ここに事実誤認がある。以下写真、筆跡分析などしているが略  

   

次回日程  ２０２０－１１－23（月） 15 時から 18 時 1503 号室 

            －１２－４（金） １５時から１８時 ６０３会議室 

            －１２－１８（金） １４時から１８時 ６０２会議室 


